
1 

Last review by BCCDC Pharmacy: May 2025 

プリスチナマイシン（PRISTINAMYCIN） 
_________________________________________________________________________________________ 

プリスチナマイシン (Pyostacine®) は、性感染症（STI）の治療の目的で、他の治療方法が適用できな

い場合に使われる、経口で服用する抗生物質です。プリスチナマイシンは、医療提供者がヘルスカナ
ダに要請を出して特別な許可を得た場合にのみ使用することができます。 

アレルギー (Allergies)

• 抗生物質や以下に対するアレルギーの経験がある場合は、ご自身の医療提供者にご相談くださ

い。

o 小麦*－ プリスチナマイシンの使用は避けてください

o グルテン

*プリスチナマイシン には微量の小麦でんぷん（グルテンを含む）が含まれています

が、セリアック病があっても使うことができます。 

妊娠および授乳 (Pregnancy and Breast/Chest Feeding) 

妊娠中の場合は、ご自身の医療提供者にご相談ください。授乳中の使用は控えてください。 

注意事項 (CAUTION) 

• 血液、腎臓、肝臓、精神衛生上の症状がある方は、ご自身の医療提供者にご相談ください。

• コルヒチン（痛風治療によく使われる）、ビタミン K、および／または免疫抑制剤を使用して

いる場合は、ご自身の医療提供者にご相談ください。

• 以下のワクチンを最近受けた方、または受ける予定がある方は、ご自身の医療提供者にご相談

ください。

o BCG ワクチン～膀胱内投与

o コレラワクチン（Vaxchora®）

o 経口の甲状腺ワクチン（Vivotif®）

• 薬物相互作用： 個々の薬物の相互作用は、この文書には記載されなくなったことにご注意く

ださい。処方薬、非処方薬、ハーブ系薬剤、またはレクリエーション薬物を服用している場合

は、ご自身の医療提供者にご相談ください。
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副作用 (Side Effects) 

• 吐き気、嘔吐、下痢、腹部不快感、膨満感、胃が重い、発疹などの副作用が生じる場合があり

ます。

• 皮膚に反応（じんましん、発疹、痒み、吹き出物、など）が出た、またはそうした状態が悪化

した場合、 痛みを伴う下痢、水様、または血液の混じった下痢 がある場合は、発熱があって

もなくても服用を中止し、ご自身の医療提供者にご相談ください。

服用上の注意 (Instructions for Taking) 

• プリスチナマイシン 500 mgの錠剤２個（計 1000 mg）を、食物とコップ一杯の水と一緒に一

日３回、10日間服用します。処方された量を飲みきるまで、この治療のために処方された他

の薬も同様に、指示どおりに服用してください。

• 飲み忘れた場合はできるだけ早く、または、次の服用時間が近い場合はそこからまた開始して

ください。用量を倍にしてはいけません。

保管上の注意 (Storage Instructions) 

• 15～30°C の室温で保存してください。

• 記載された有効期限を過ぎたものは使用しないでください。

• 子供の手の届かないところに保管してください。

• 錠剤は、使用するまでは、もらった時のブリスターパックのまま保管してください。

特別な指示 (Special Instructions) 

• 以下の時期まで性行為を避けてください：

o 治療完了から一週間が経過した時点、またはご自身の医療提供者が指示する時期、か

つ、

o あなたのパートナー（たち）も治療を受け、治療開始から一週間が経過した時点まで。

これはパートナー（たち）の検査結果が陰性であった場合も同様です。

• 未治療のパートナーと性行為を行った場合、または、あなたご自身またはパートナー（たち）

が治療完了前に性行為を行った場合、あなたには再治療が必要になります 。ご自身の医療提

供者にご相談ください。

ご質問または詳しい情報をご希望の場合は、www.smartsexresource.com にアクセスするか、または

ご自身の医療提供者にご連絡ください。 


